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Mutsu Nakanishi Home Page より 
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   和鉄の道・iron road    風来坊 Country  Walk                  

水行末 雲来末 風来末  和鉄の道 風来坊  

  

鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製

鉄」が行われるまで、約800年の長きに

わたってたたら製鉄法の摸索が続き、

その技術をさらに磨き高めながら 1500

年続いてきた日本独自の製鉄技術。 

「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」

の力が強調されるが、一方で文化を育

み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日本を作ってきた。  

  そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが

忘れ去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

 

人里は慣れた里山の谷筋や川筋・海岸など製鉄関連遺跡周辺には、生産

の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマが、周りの

美しい景色とともに埋もれ残り、日本の原風景といわれるすばらしい景色

にも出会えます。 

また、製鉄関連遺跡は日本各地 それこそどこにでもあり、好奇心を持っ

て訪れば、すばらしい景色とともに数々の出会いがあるのも楽しみ。 

そんな日本で繰り広げられたドラマ そして その痕跡の風景を少しでも残

しておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地を Country Walk しつつ集めています。 
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             1.1.1.1.    【写真アルバム】     琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖    野洲川河口野洲川河口野洲川河口野洲川河口    守山市守山市守山市守山市なぎさなぎさなぎさなぎさ公園公園公園公園のののの菜菜菜菜のののの花畑花畑花畑花畑にににに一足早一足早一足早一足早いいいい春春春春をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる   13walk01.pdf13walk01.pdf13walk01.pdf13walk01.pdf    

                         なぎさ公園から眺める早春の琵琶湖・近江富士（三上山）・御上神社  

                             2012.11.21.& 2013.2.11. 滋賀県守山市 & 野洲市                                                                                                                                                 

2. 2. 2. 2.     屋久島縄文杉屋久島縄文杉屋久島縄文杉屋久島縄文杉ハイクハイクハイクハイクのためののためののためののためのトレーニングハイクトレーニングハイクトレーニングハイクトレーニングハイク        ----早春早春早春早春のののの比叡山比叡山比叡山比叡山きららきららきららきらら坂坂坂坂・・・・六甲周辺六甲周辺六甲周辺六甲周辺をををを歩歩歩歩くくくく----    13walk013walk013walk013walk02222.pdf.pdf.pdf.pdf 

            1. 京都雲母坂を比叡四明ヶ岳へ              2013.2.23.  

2. 布引谷から天狗道を摩耶山へ              2013.3.2.  

3. 菊水山から鍋蓋山 天王谷大吊橋          2013.3.5.  

4. 雌岡山・雄岡山早春の梅林ハイク          2013.3.16.  

5. 三宮から油こぶし道を六甲山へ            2013.3.17. 

6. 武田尾/宝塚 武庫川渓谷廃線歩き         2013.3.23. 

3.3.3.3.        WVWVWVWV仲間仲間仲間仲間とのとのとのとの屋久島合宿屋久島合宿屋久島合宿屋久島合宿    プライベートプライベートプライベートプライベート記録記録記録記録「「「「私私私私のののの屋久島屋久島屋久島屋久島」」」」                       2013.4.13.-4.16      13walk013walk013walk013walk03333.pdf.pdf.pdf.pdf    

                4.4.4.4.        屋久島縄文杉屋久島縄文杉屋久島縄文杉屋久島縄文杉トレーニングハイクトレーニングハイクトレーニングハイクトレーニングハイク〔〔〔〔最終回最終回最終回最終回〕〕〕〕        

                                                               新緑新緑新緑新緑のののの京都銀閣寺京都銀閣寺京都銀閣寺京都銀閣寺からからからから大文字山越大文字山越大文字山越大文字山越してしてしてして大津大津大津大津・・・・三井寺三井寺三井寺三井寺へへへへ            2013.4.26.          13walk04.pdf13walk04.pdf13walk04.pdf13walk04.pdf 

5.5.5.5.        重要伝統的建造物群保存地区橿原市今井重要伝統的建造物群保存地区橿原市今井重要伝統的建造物群保存地区橿原市今井重要伝統的建造物群保存地区橿原市今井    寺内町寺内町寺内町寺内町「「「「今井今井今井今井」」」」町並町並町並町並 Walk Walk Walk Walk 2013.5.25.          13walk05.pdf13walk05.pdf13walk05.pdf13walk05.pdf    

6.6.6.6.        須磨離宮庭園須磨離宮庭園須磨離宮庭園須磨離宮庭園    のののの    バラバラバラバラ                                                                              2013.5.28.      13walk06.pdf13walk06.pdf13walk06.pdf13walk06.pdf    

青空から白雲へ 新緑の風に乗って ほのかに漂うバラの香り                                                                                                      

    7. 7. 7. 7.        初夏初夏初夏初夏のののの尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原・・・・尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼をををを歩歩歩歩くくくく        初夏初夏初夏初夏6666月月月月    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬のののの草花草花草花草花          2013．6.16.＆6.17.     13walk07.pdf 13walk07.pdf 13walk07.pdf 13walk07.pdf     

                8.8.8.8.        ひまわりのひまわりのひまわりのひまわりの夏夏夏夏    小野市小野市小野市小野市ひまわりのひまわりのひまわりのひまわりの丘公園丘公園丘公園丘公園&&&&西播磨西播磨西播磨西播磨    佐用林崎佐用林崎佐用林崎佐用林崎ひまわりひまわりひまわりひまわり畑畑畑畑 2013.7.16.& 7.19.  13walk08.pdf13walk08.pdf13walk08.pdf13walk08.pdf    

今年も一面を埋め尽す元気なひまわりの群れに出会えました  

             9. 9. 9. 9.  2013 2013 2013 2013年夏年夏年夏年夏    朝顔帳朝顔帳朝顔帳朝顔帳    From Kobe by Kikuko Nakanishi              2013.8.10.            13walk09.pdf 13walk09.pdf 13walk09.pdf 13walk09.pdf  

10.10.10.10.        旧尼崎城下旧尼崎城下旧尼崎城下旧尼崎城下「「「「築地築地築地築地だんじりだんじりだんじりだんじり祭祭祭祭 Walk Walk Walk Walk」」」」                             2013.9.16.           13walk10.pdf13walk10.pdf13walk10.pdf13walk10.pdf    

             1.旧城下町築地と 尼崎とだんじり祭 outline 

             2.尼崎&旧尼崎城下地図 

             3. PDF版 「築地だんじり祭 WALK だんりがぶつかり合う「山あわせ」 

11.11.11.11.     ナッシュビルナッシュビルナッシュビルナッシュビル Bluegrass Bluegrass Bluegrass Bluegrass    Music Music Music Music ライブライブライブライブ                                                                                     2013.10.2.            13walk11.pdf13walk11.pdf13walk11.pdf13walk11.pdf    

                      大阪大阪大阪大阪なんばなんばなんばなんば    ライブハウスライブハウスライブハウスライブハウス「「「「アナザーアナザーアナザーアナザー    ドームドームドームドーム」」」」にてにてにてにて    

12.12.12.12.    西神戸西神戸西神戸西神戸・・・・東播磨東播磨東播磨東播磨のののの田園田園田園田園にににににににに深深深深まりまりまりまり行行行行くくくく秋秋秋秋をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる                              2013.10.              13walk12.pdf13walk12.pdf13walk12.pdf13walk12.pdf    

         1.加古川東岸の山裾に広がる志方のコスモス畑 . 志方町高畑・広尾・野尻のコスモス畑 

         2. 実りの秋の収穫 播州の秋のすばらしい景色  加古川西岸 志方町 & 上荘町で 

         3. 小野市鴨池の秋  小野市鴨池 

         4. 西神戸神出の田園地帯の夕暮れ 日没    神戸市西区神出 

         5. グリーンスタジアム神戸  夏の終わりをつける花火ナイト  神戸市西区総合運動公園 

        13.13.13.13.    松山松山松山松山・・・・宇和島宇和島宇和島宇和島からからからから四万十四万十四万十四万十グリーンライングリーンライングリーンライングリーンライン・・・・高知高知高知高知へへへへ                                                                                                                   13walk13.pdf13walk13.pdf13walk13.pdf13walk13.pdf 

                                南四国南四国南四国南四国のののの秋秋秋秋    一度一度一度一度やってみたかったやってみたかったやってみたかったやってみたかった    四国四国四国四国のののの列車列車列車列車をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ    鉄鉄鉄鉄ちゃんのちゃんのちゃんのちゃんの旅旅旅旅        

         1. 松山伊予鉄  美しいイルミネーション付路面電車  伊予電鉄   松山市街線 

         2. 松山→宇和島 アンパンマン列車 特急 宇和海                  JR予讃線 

         3. 宇和島→窪川 海洋堂ホビートレイン     JR 予土線・ 土佐くろしお鉄道線   

《《《《シマントグリーンラインシマントグリーンラインシマントグリーンラインシマントグリーンライン》》》》           

                 ● 狭い谷あいを蛇行して流れる清流 四万十川の秋景色  

                 ● 四万十川に架かる沈下橋   

                 ● 日本で一番暑い所 41℃を記録した四万十の里 江川崎 

          4.  窪川→高知    特急 あしずり                                JR 土讃線                       

          5.  高知土佐電鉄 はりまや橋 路面電車ダイヤモンドクロス      土佐電鉄高知市街線 

 

    

 



            【【【【写真写真写真写真アルバムアルバムアルバムアルバム】】】】    

                琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖    野洲川河口野洲川河口野洲川河口野洲川河口    守山市守山市守山市守山市なぎさなぎさなぎさなぎさ公園公園公園公園のののの菜菜菜菜のののの花畑花畑花畑花畑にににに一足早一足早一足早一足早いいいい春春春春をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.    

                なぎさなぎさなぎさなぎさ公園公園公園公園からからからから眺眺眺眺めるめるめるめる早春早春早春早春のののの琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖・・・・近江富士近江富士近江富士近江富士（（（（三上山三上山三上山三上山））））・・・・御上神社御上神社御上神社御上神社    

    

野洲川河口の琵琶湖岸 守山市なぎさ公園 春はもうそこまで 雪の比良を背に一面まっ黄の菜の花畑 2013.2.11. 

 

琵琶湖野洲川河口から 中央左手:近江富士（三上山）川向こう中央右手:金勝山と伊勢遺跡のある守山市・栗東市周辺 

 

昨年 12 月 近江平野中央 東近江 野洲川の琵

琶湖岸デルタに出現した卑弥呼が住んでいたとの

説もある大集落「伊勢遺跡の見学に訪ねましたが、

遺跡から垣間見える周囲の山々や琵琶湖・野洲川

に思いをはせるも、実際に訪ねることが出来ませ

んでした。 この琵琶湖野洲川河口には菜の花畑

があり、琵琶湖越しに見る比良の山々とあわせ、

関西で一番先に春を伝える観光名所で何度か訪れ

たことがある。 

この野洲川河口「守山市なぎさ公園の菜の花が満

開になった」と聞いて、再度野洲川河口や野洲川

デルタそして其の背後に聳える東近江のシンボル

三上山山麓の御上神社・銅鐸博物館を訪ねました。 

1111....    

大門武彦
スタンプ



三上山は近江平野のどこからも其の秀麗な姿を遠望でき、「近江富士」とよばれる東近江のシンボルで、 

卑弥呼がいたといわれる伊勢遺跡からもすぐ近くに見晴らせ、伊勢遺跡そのものや祭殿もこの三上山 

を意識して集落があったと思っている。 

この三上山の東北山麓 近江平野に突き出た丘大岩山から、この伊勢遺跡が栄えた同時代の弥生の後期 

に丁寧に埋納された24個の銅鐸が出土。 銅鐸を祭祀のシンボルとしてきた弥生時代の終焉そして古 

墳時代の始まり（鏡・鉄の時代）を見てきた地として。現在は伊其の地に銅鐸博物館が建ち、伊勢遺跡 

とも深い関係にある。 

  

  

 

 

 

 

 

 

琵琶湖の向こうに雪の比良をバックに一面まっ黄色に

なった菜の花畑そして 何度か通ったことがあったの

ですが、あまり意識していなかった野洲川河口を見た

くて 「琵琶湖に春を探しに行こう」と家内の運転で

2月 11日休日の朝神戸から栗東へ。 何度かでかけた

ことがあるので、道は大丈夫。でも 晴れてはいるの

ですが、東の空には雲。京都の北山や東山には雲がか

かっている。「今日は比良が見えないかも・・・。 雪

の比良をバックに菜の花畑が見たかったのに・・・・」

と。 でも、宇治の山を越えて草津に入ると雲が切れ

てきて一安心。 

神戸から 2 時間弱で近江富士を眺めながら栗東のイン

ターを出て、今日は琵琶湖岸へまっしぐら。 

 

この東近江 野洲川デルタに卑弥呼がいたという伊勢

遺跡の時代をダブらせながらの「東近江 琵琶湖で見

つけた一足早い春」の写真アルバムです。 

    

    

●●●●    野洲川河口野洲川河口野洲川河口野洲川河口のののの琵琶湖岸琵琶湖岸琵琶湖岸琵琶湖岸    守山市守山市守山市守山市なぎさなぎさなぎさなぎさ公園公園公園公園        雪雪雪雪のののの比良比良比良比良をををを背背背背にににに一面一面一面一面まっきまっきまっきまっき色色色色のののの菜菜菜菜のののの花花花花        

雪の比良をバックにしたまっ黄色の菜の花畑もばっちり。 

また、菜の花満開の湖岸から見る琵琶湖には、エリ漁の仕掛けがみられました。 

     エリ漁のしかけも年々減ってしまって見られないと聞いていたのでラッキーでした 

  ● 野洲川河口野洲川河口野洲川河口野洲川河口    ----    まだまだまだまだまだまだまだまだ寒寒寒寒いいいい早春早春早春早春のののの琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖 &  &  &  &     近江富士遠望近江富士遠望近江富士遠望近江富士遠望のののの野洲川土手野洲川土手野洲川土手野洲川土手のののの風景風景風景風景    –––– 

●●●●    近江富士近江富士近江富士近江富士    三上山山麓三上山山麓三上山山麓三上山山麓のののの    御上神社御上神社御上神社御上神社・・・・銅鐸博物館銅鐸博物館銅鐸博物館銅鐸博物館をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    

 

大岩山銅鐸 

大岩山からは 1881 年に 14 個  

1962 年に 10 個計 24 個の銅鐸が出土。 

この中には日本最大の銅鐸がある。 

近江富士（三上山）（432ｍ） 

近江平野の中央野洲川の東岸の独立し

た円錐形の美しい山。山麓にご神体山と

する御上神社や銅鐸博物館がある 

伊勢遺跡 守山市伊勢町 

卑弥呼がいたという楼閣・宮殿・祭殿が 

そろって出土した東近江 弥生後期の 

大集落 



1.1.1.1. 野洲川河口野洲川河口野洲川河口野洲川河口のののの琵琶湖岸琵琶湖岸琵琶湖岸琵琶湖岸    守山市守山市守山市守山市なぎさなぎさなぎさなぎさ公園公園公園公園    2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.    

雪雪雪雪のののの比良比良比良比良をををを背背背背にににに一面一面一面一面まっきまっきまっきまっき色色色色のののの菜菜菜菜のののの花花花花        春春春春はもうはもうはもうはもう    そこまでそこまでそこまでそこまで    

        

 守山市の田園地帯を北西の琵琶湖大橋周辺の湖岸へ向かう    琵琶湖大橋近く 国道 477で 

比叡・比良の山並の南側は雲の中 でも琵琶湖大橋に近づくにつれ、くっきりと 

  

 

   

琵琶湖と反対側 南西側には菜の花畑の向こうに東近江のシンボル 近江富士  2013.2.11. 



 

  

一面まっ黄色の菜の花 琵琶湖の向こうに雪の比良蓬莱山・打見山 ここだけはもう一足先に春 2013.2.11. 

 

守山は琵琶湖エリ漁の発祥地 なぎさ公園沖にもエリ漁の仕掛け  2013.2.11. 

 



 

琵琶湖の湖面にはエリ漁の仕掛けの柵 早春は「鮎の稚魚・氷魚」のエリ漁の最盛期 2013.2.11. 

えり漁は伝統的な琵琶湖の漁法で、定置網漁の一種で、魚が障害物にぶつかる

とそれを移動する習性を利用し狭い囲いへ誘導する漁法です。漁具には、竹、

ヨシ、杭などの自然の素材が利用される。 

守山漁港はエリ漁発祥の地といわれ 体が透き通っているところから「氷魚

(ひお)」と呼ばれて珍重される稚アユは、三月までが勝負だという 

   

         守山市なぎさ公園湖岸沖に仕掛けられたエリ漁の仕掛け  2013.2.11. 



   

 湖岸道路の前方広い近江平野の田園の向こうに近江富士   防風林が続く湖岸道路の向こうに野洲川河口にかかる大橋 

なぎさ公園から湖岸道路を東へ野洲川河口へ向かう 5分ほど走れば 野洲川の河口にかかる中洲大橋 

湖岸には琵琶湖を吹き渡る「比良おろし」の防風林が湖岸道路に沿って続く 

    

    2.2.2.2.    琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖    野洲川野洲川野洲川野洲川のののの河口河口河口河口のののの風景風景風景風景    

 

野洲川河口から川越しに遠望する東近江 守山・栗東 左手奥に近江富士 右手奥に金勝・信楽の山並 

  

野洲川河口には船溜まりの掘割港       野洲川デルタの弥生・古墳時代の遺跡 



 

  野洲川河口の中洲大橋を渡り、野洲市側から遠望する野洲川土手の向こうが守山・栗東 2013.2.11. 

 

中洲大橋から眺めた琵琶湖対岸 2013.2.11. 

 

     果樹園が広がる野洲市側  野洲川土手から遠望する近江平野 守山・栗東方面 2013.2.11. 

   

琵琶湖冬 比良の山並から近江平野に吹き降ろす北西の季節風 比良おろし  

           早春の東近江の湖岸 まだまた 冷たい風も吹いていました  

      



3.3.3.3.     近江富士近江富士近江富士近江富士「「「「三上山三上山三上山三上山」」」」山麓山麓山麓山麓にににに御上神社御上神社御上神社御上神社・・・・銅鐸博物館銅鐸博物館銅鐸博物館銅鐸博物館をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    

        

                                 琵琶湖湖岸の野洲川河口から 田園地帯を東 三上山の麓 野洲の街へ 

   

        田園地帯の中の小さな森にこんな立派な兵主神社 鉄と関係の深い大国主命が祭神 

        渡来人・鉄と関係の深い近江 近江遷都の際に大和から移ってきたという 

近江は大和の東 都祁 – 近江の南の柘植 琵琶湖を通じて若狭・大陸とつながる 

兵主神は天日槍との関連が深いといい、近江は天日槍の後裔とされる息長氏の拠点 

渡来人の繋がり ●磯城-山城-近江-越・若狭-出雲-新羅 ●葛城-難波-吉備-筑紫-百済 

 

 

野洲の市街地を走りぬける国道 8号線を挟んで 三上山を御神体山とする御上神社前から見る三上山 

 近江平野のどこから見ても円錐形に見える独立峰の美しい山で近江富士ともよばれる近江のシンボル 

俵藤太の百足退治の伝説を持つ山としても有名 

この御上神社前からは近すぎて 隣の小山が重なって、遠くから眺める方が美しい 



            

        

        

     

        御上神社 三上山（標高432m）の山麓に鎮座し、三上山を神体山として祀る近江一の古い社 

祭神は 天之御影命 （あめのみかげのみこと）鍛冶の神である天目一箇神と同一神とされ、 

ここにも鉄・大陸と関係の深い近江の姿が浮かび上がってくる 

境内には国宝の本殿のほか、重要文化財の拝殿・楼門・摂社若宮本殿・狛犬が残っている 

 



 

三上山を北側に回り込んだところが銅鐸出土地大岩山 その山際近くに銅鐸博物館が建っていた 

大岩山からは 1881 年に 14 個 1962 年に 10 個計 24 個の銅鐸が出土。この中には日本最大の銅鐸がある。 

銅鐸博物館にはこの大岩山から出土した銅鐸の出土時の様子や銅鐸の時代の流れが展示されていました 

 

4.4.4.4.    まとめまとめまとめまとめ        

    

まだ少し冷たい比良おろしが吹く野洲川河口の湖岸《守山なぎさ公園》には菜の花が咲き乱れ、一面まっ黄色。 

コバルトブルーの大海が広がる湖面には エリ漁のしかけ。そして対岸向こうには雪を戴いた蓬莱・打見山。 

もう一足早い春。 

ゆったりとした空間が流れて、これが東近江の春。 

また、この琵琶湖岸の野洲川デルタには 弥生時代後期 宮殿・祭殿・望楼などの大型建造物が建ち並び、日本各地は

ては大陸からやってきた人達が交流する先進的な大集落「伊勢遺跡」があり、卑弥呼がいたという説もある。  

その隆盛の源泉は琵琶湖・野洲川による人・物流と豊穣の近江平野か・・・ 

集落をとりかこむなだらかな自然の景色が穏やかな空気を漂わしていました。 

 

弥生から古墳時代への移り変わりに先進的役割を果たした《伊勢遺跡》 

遺跡が形成された野洲川が注ぎこむ湖岸はどんな場所だろうと興味津々での探訪。 

遺跡のすぐ向こうにはシンボリックな近江富士が集落を見守り、集落を少し出ると大河野洲川デルタに広大な近江平野

が広がり、其の先には野洲川河口と琵琶湖の覆う身となだらかな峰を連ねる山々が遠く遠巻きに平野を取り囲む肥沃の

地。 豊かでおだやかな空気が満ちている。 

交通の要衝にある肥沃の地が穏やかな気風の弥生の先進的大集落を生み、卑弥呼の邪馬台国・そして初期大和王権への

道を切り開く先進的役割を果たしたのだろうと。  

比良から吹き降ろす風にちょっぴり震えながらも、周りの景色を眺めながら そんなことを考えていました。 

また、見渡す琵琶湖 東近江はもう一足早く早い春の景色で一杯。 

心地よい 琵琶湖・野洲川河口探訪に満足でした。 

  

     

       琵琶湖 野洲川の河口 守山なぎさ公園はもう一足早い春 菜の花が一面に 



     

鈴鹿の山々が連なる南から北の琵琶湖へ近江平野の中央部を形成して流下る近江の母なる川 野洲川 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【【【【参考参考参考参考】】】】    和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道 2013201320132013    「「「「卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼のののの邪馬台国邪馬台国邪馬台国邪馬台国」」」」のののの候補地候補地候補地候補地をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる【【【【1111】】】】    

東近江東近江東近江東近江野洲川南野洲川南野洲川南野洲川南のののの湖岸近湖岸近湖岸近湖岸近くくくく    弥生後期弥生後期弥生後期弥生後期のののの大集落大集落大集落大集落「「「「伊勢遺跡伊勢遺跡伊勢遺跡伊勢遺跡」」」」をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる        2012.11.21. &2012.11.21. &2012.11.21. &2012.11.21. &    2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.2013.2.11.        

      魏志倭人伝魏志倭人伝魏志倭人伝魏志倭人伝にににに記述記述記述記述されたされたされたされた《《《《卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼のののの居処居処居処居処にはにはにはには「「「「宮殿宮殿宮殿宮殿」」」」・・・・「「「「祭殿祭殿祭殿祭殿」」」」・・・・「「「「楼閣楼閣楼閣楼閣」」」」・・・・「「「「城柵城柵城柵城柵」》」》」》」》すべてがそろうすべてがそろうすべてがそろうすべてがそろう大集落大集落大集落大集落    

            

 

 

 

                                                2013.2.20. by Mutsu Nakanishi 

 

大岩山銅鐸 

大岩山からは 1881 年に 14 個  

1962 年に 10 個計 24 個の銅鐸が出土。 

この中には日本最大の銅鐸がある。 

近江富士（三上山）（432ｍ） 

近江平野の中央野洲川の東岸の独立し

た円錐形の美しい山。山麓にご神体山と

する御上神社や銅鐸博物館がある 

伊勢遺跡 守山市伊勢町 

卑弥呼がいたという楼閣・宮殿・祭殿が 

そろって出土した東近江 弥生後期の 

大集落 



 

 

 

 



                2013.3 月  屋久島 縄文杉ハイクのためのトレーニングハイク  

早早春春のの比比叡叡山山ききらららら坂坂・・六六甲甲周周辺辺をを歩歩くく  2014.4.5.  

   

                        《 屋久島 縄文杉ハイクのためのトレーニングハイク》 

 1. 京都雲母坂を比叡四明ヶ岳へ       2013.2.23.     2. 布引谷から天狗道を摩耶山へ       2013.3.2. 

3. 菊水山から鍋蓋山 天王谷大吊橋   2013.3.5.      4. 雌岡山・雄岡山早春の梅林ハイク   2013.3.16. 

5. 三宮から油こぶし道を六甲山へ     2013.3.17.     6. 武田尾/宝塚 武庫川渓谷廃線歩き  2013.3.23. 

 

   

  京都高野川から見る比叡山 2013.2.23.  雌岡山の梅林から眺める雄岡山 2013.3.16  神戸三宮から眺める布引谷と摩耶山 2013.3.2 

大学時代の山仲間から、屋久島合宿をこの四月にやろうとの案内。 一度は是非とも見たかった念願の屋久島縄文杉ツ

アーに是非参加したいと。夫婦で参加して屋久島を歩く仲間も数組あると聞いて、家内も「是非 縄文杉をみたい」と。  

縄文杉ツアーの行程を調べると、朝5時ごろ出発して、渓谷沿いの長いトロッコ道を歩いて、 

そこから縄文杉まで登る。 高低差約700m 往復 20kmの長距離Walk。 

「今年は古希 70にもなる」とも思うのですが、「やっぱり縄文杉まで行きたい」  

「毎週六甲を歩いてトレーニング 縄文杉までの登りは根性 道は長いが行ける」と近くの知人に聞いてきた家内も俄

然 張り切って、 この 3月 好日山荘に通いながら六甲周辺の山を歩きました。 

トレーニングもさることながら、早春の山や山里の景色は心地よい。 スタートに選んだ比叡きらら坂はまだ残雪が一

杯の雪道 そして 梅の花が咲き、渓流のお供軽やかになって 桜の花もちらほら  

もっとも、今年は霞が濃くて 稜線からの遠望がもうひとつ。  

毎週のハイク しんどいかなぁ・・・と思いましたが、気分爽快の早春ハイク。 花粉症も山に入ると忘れてしまって

思いもよらぬうれしい役得。やっと これだったら 縄文杉まで歩けるかなぁ・・と。  

まあ 行き着けそうになかったら 途中でひきかえせば・・・と気楽に春の山歩きを続けています。 

2月末から3月まで 6回のトレーニングハイクをPDF写真アルバムにまとめました。 

    
三宮から油こぶし道を六甲山へ     . 武田尾/宝塚 武庫川渓谷沿い廃線歩き 菊水山から鍋蓋山へ 天王谷吊橋を渡る  
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              屋久島の眺め  左:飛行機より安房周辺  右: ジェット船より 宮之浦港 

  

      種子島の眺め  左:飛行機より 門倉岬  右:ジェット船より 西之表港 

    ( 港の町並比較から 屋久島では街のすぐ後ろに迫力ある高い山並が並んでいるのが見て取れる) 

   

       海上から見る種子島は水平線にへばりつく線のように見える 
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    1111....    下下下下鴨鴨鴨鴨からからからから銀閣寺銀閣寺銀閣寺銀閣寺のののの大文字山大文字山大文字山大文字山登山口登山口登山口登山口へへへへ    

        

    

        



    

        



                 2. 2. 2. 2.    銀閣寺銀閣寺銀閣寺銀閣寺のののの登山口登山口登山口登山口からからからから、、、、火床火床火床火床をををを経経経経てててて大文字山大文字山大文字山大文字山山頂山頂山頂山頂へへへへ    

    

    

    



    

    



    



            

            

新緑の中 ミツバツツジが満開の登山道がはなやいでみえる 

    

                            



    3.    3.    3.    3.    大文字山大文字山大文字山大文字山からからからから池谷池谷池谷池谷地蔵尊地蔵尊地蔵尊地蔵尊をををを経経経経てててて大津京大津京大津京大津京へへへへ下下下下るるるる    

    

    



    

    

    



    

    



            

            

        

谷間を抜けると司会がぱっと開け、 

皇子ヶ丘の市街地表示に 

このまま川に沿って下れば 

近江京 近江神宮前へ出る 

 

 

 

::::現在地現在地現在地現在地↑↑↑↑    錦織錦織錦織錦織遺跡遺跡遺跡遺跡    

大大大大津津津津京京京京    



4.4.4.4. 大津京大津京大津京大津京((((近江京近江京近江京近江京))))界隈界隈界隈界隈のののの近江京近江京近江京近江京関連関連関連関連遺跡遺跡遺跡遺跡ををををめめめめぐってぐってぐってぐって三井寺三井寺三井寺三井寺へへへへ    

                                                        《《《《    近近近近    江江江江    神神神神    宮宮宮宮    》》》》    

    

    



《《《《    近江近江近江近江大津大津大津大津宮宮宮宮    錦錦錦錦織織織織遺跡遺跡遺跡遺跡    》》》》    

    

                                    

    

                                                

 

錦織錦織錦織錦織遺跡遺跡遺跡遺跡    

大大大大津津津津京京京京    



《《《《    皇皇皇皇子子子子山山山山古墳古墳古墳古墳    》》》》    

    

    

        

    

 

 



《《《《    三三三三    井井井井    寺寺寺寺    》》》》                

    

    

        



    

    

 

    



                            戦国時代戦国時代戦国時代戦国時代のののの街並街並街並街並みがそっくりみがそっくりみがそっくりみがそっくり残残残残るるるる重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区    

橿原市今井町橿原市今井町橿原市今井町橿原市今井町    寺内町寺内町寺内町寺内町「「「「今井今井今井今井」」」」walk walk walk walk     2013.5.25.2013.5.25.2013.5.25.2013.5.25.    

            

 

 

中世の環濠集落を発祥とし、称念寺を中心とした寺内町として発展した「今井」。江戸時代にも自治が行われてきた日

本でも極めて珍しい歴史を持つ町である。 

戦国時代には高い軍事力を誇った今井町は環濠で

囲まれており、あたかも城塞都市の雰囲気。 織

田信長と敵対して、本願寺とともに抗戦の構えも

見せたが降伏し、町存亡の危機に直面したが、今

井町ゆかりの今井宗久らのとりなしもあって町は

そのまま残され、商業都市として引き続き発展。   

現在も広大な領域に戦国時代、江戸時代からの町

並みと道路がそのまま残っている(基本的には16世

紀のままと聞く）。１９９３年に重要伝統的建造物

群保存地区に指定され、約５００棟が昔からの建

築であり、重要文化財８棟、県文化財２棟、市文

化財４棟がある。現在も一般の方々が生活する、

生きた町であるのも魅力。 

写真やTVのコマーシャルなどで出てくる落ち着いた町並みに常々一度 訪れたかった町である。 

橿原へ行く機会に畝傍山に登ろうと地図を広げていて、畝傍山のすぐ北側 JR桜井線の南に碁盤の目の町割が残る「今

井」の地を見つけて、帰りに立ち寄ってきました。 

 寺内町「今井」はあまりにも有名なので、町並みは残るにしても、町並みそのものが観光化していると想像していた

のですが、寺内町「富田林」もそうでしたが、昔の環濠に囲まれた古い町並みの中で かつての賑わいはありませんが、

ごく普通に一般の人が生活している静かな集落。 碁盤の目の町並みとはいえ、かつての武装都市。両側にびっしり商

家が建ち並ぶ街中の道はいたるところでカギ状に折れ曲がっており、街中を貫く広い道が作れなかったことが、この落

大門武彦
スタンプ



ち着いた町並みを残したのだろうか・・・。もっとも そのため、交通の発展・そして車社会の展開から取り残され、

今の町並みが残ったともいえる。 

街中に車が入れないというのでなく、ちょうどヨーロッパの都市の旧市街地と同じで、対向車がすれ違える程度の幅を

持つ道が碁盤の目状に町割されていて、生活道路として車は走れるのですが、通常の街中を猛スピードで走り抜けられ

ない。 日本の車社会そして都市が転換期にある今、この落ち着いた町並みが本当の町並みではないか・・・・と。 

重要伝統的建造物群の町並みを観光・商業化車優先で生活空間が忘れ去られた日本の都市を新たに見直す、いい手本と

思えた寺内町「今井」ではないか・・・と。 

 もちろん 、この伝統の町並みの中で暮らすには 数々の知恵と工夫があるのだとと思われますが、今回はその生活

の中身に立ち入ることはできませんでした。 

外側からですが、垣間見た戦国時代の街並みがそっくり残る重要伝統的建造物群保存地区寺内町「今井」の walking

の写真アルバムです。 

 

《《《《    重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区重要伝統的建造物群保存地区    寺内町寺内町寺内町寺内町「「「「今井今井今井今井」」」」    》》》》    

 

 

戦国時代 一向宗（浄土真宗）称念寺を中心とした寺内町として誕生した「今井」は 何度か焼き討ちにもあうが、文

禄年間には 戸数１１００軒人口約４０００数百人を要する町に発展。 

一向宗と敵対する織田信長に対抗するため、東西600m、

南北 310m の周囲に環濠土居を築き、西、南、東、北、

新、今の六町に整然と町を分け割、9 つの門から木橋

を通って濠を渡り、外部の道路と連結。内部の道路で

見通しのきくものはなく、ほとんどが一度屈折させて

敵の侵入に備える」武装宗教都市を完成させ、財力豊

かな町として大いに発展した。 

本願寺の降伏に伴い、武装放棄しましたが、街はその

まま残り、江戸時代には商工業都市としてさらに発展。            

俗に、「今井千軒」「海の堺 陸の今井」と呼ばれるほ

どの財力を持ち、江戸幕府も一目おく自治都市になっ

ていった。 

この今井の繁栄は明治維新により富豪が消滅し、大正時代の鉄道開通で町の賑わいが大きく変化してゆくまで続いた。 

現在は かつての寺内町の町割もそのままに、江戸時代以来の伝統様式の町並みがそっくりそのまま残している。        

慶安 3年（1650）の今西家をはじめ、すぐれた民家が数多く建ち並び、今なお、町全体が戦国時代にできた寺内町の歴

史の重さをずっしりと感じさせている。 しかも、この町並みの中で今も通常の暮らしが営まれているのも魅力。 
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青空青空青空青空からからからから白雲白雲白雲白雲へへへへ    新緑新緑新緑新緑のののの風風風風にににに乗乗乗乗ってってってって    ほのかにほのかにほのかにほのかに漂漂漂漂ううううバラバラバラバラのののの香香香香りりりり    

須磨離宮庭園 の バラ  2013.5.28.  

   

 

あおぞらから白雲へ 今年はいつもより早い入梅宣言 春の終わりを彩る春のバラ 

 「須磨離宮公園のバラが今一番の見頃と教えてもらって、久しぶりに近くの須磨離宮へ 

うす曇の空と新緑の須磨の山をバックに西洋式庭園の中 一面に咲くすばらしいバラを眺めてきました。 

     2013.5.28. Mutsu Nakanishi 

 

          須磨浦を眺める西六甲連山の山裾の高台に須磨離宮がある 須磨離宮の正面 2013.5.28 

 

 

 

大門武彦
スタンプ



 

 

  

 



 

  

  



 

  

  

 



  

  

 



 

 



 

 



 

 



 

 



  

 

  



  

  

 



   

 



   

   

   

   

  

 



 

  

 

  

 

 

 

 



2013.5.28.

大門武彦
テキスト ボックス
  　　≪ 【写真アルバム】須磨離宮のバラ　≫















2013.5.28.

By Mutsu Nakanishi



??????? 

2013.6.1. from Kobe

2013.6.1. from Kobe By Mutsu Nakanishi



《《《《スライドスライドスライドスライド動画動画動画動画》》》》 初初初初初初初初夏夏夏夏夏夏夏夏のののののののの尾尾尾尾尾尾尾尾瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬ケケケケケケケケ原原原原原原原原・・・・・・・・尾尾尾尾尾尾尾尾瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬沼沼沼沼沼沼沼沼をををををををを歩歩歩歩歩歩歩歩くくくくくくくく                        
                            初夏初夏初夏初夏 6666 月月月月    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬のののの草花草花草花草花    2013201320132013．．．．6.16.6.16.6.16.6.16.＆＆＆＆6.17.6.17.6.17.6.17.        

 

 

東京へ出かけた機会に久しぶりに水芭蕉が見たくなって 

尾瀬へいってきました。     

水芭蕉の季節には少し遅かったのですが、梅雨時ながらラッ

キーなことに晴天に恵まれ、水芭蕉をはじめ、湿原に咲く初

夏の数多くの草花に出会えました。  

また、念願の尾瀬ケ原の中での小屋泊 ビールを飲みながら

の夕景や朝もやの中刻々と変化する尾瀬の景色など尾瀬の中

でのゆっくりとした時間もすごせて、満足の尾瀬歩きでした 
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1.1.1.1. 6666 月月月月 16161616 日日日日    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原 Walk  Walk  Walk  Walk  尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原にににに水芭蕉水芭蕉水芭蕉水芭蕉をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    

 

                                《《《《    鳩待峠鳩待峠鳩待峠鳩待峠からからからから    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ヶヶヶヶ原原原原のののの西端西端西端西端    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻へへへへ    》》》》    

 

   

  

    ツアーの人で一杯の 至仏山の山裾 尾瀬ヶ原の西の端「山の鼻」 

      久しぶりの尾瀬 残雪の至仏山が出迎えてくれる  

  

  

 



               《《《《    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻からからからから    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬がががが原原原原のののの中央中央中央中央をまっすぐをまっすぐをまっすぐをまっすぐ東東東東へへへへ    木道木道木道木道をををを行行行行くくくく    》》》》    

 

 

  

       山の鼻の湿原で水芭蕉に出会う ちょっと時期が遅くもう 満開は過ぎて 大きな葉が目立つ 

                                                         2013.6.16. 



 

  

  

 



《《《《    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    上田代湿原上田代湿原上田代湿原上田代湿原    2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.    》》》》    

 

 



    

 



  

尾瀬ケ原の中央部では どんどん人が減ってきて、山の鼻へ向かう人が多い 

東京へその日のうちに帰りつくには 昼過ぎには 尾瀬ケ原を出ねばならないためか??? 

 

《《《《    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ヶヶヶヶ原原原原のののの北北北北のののの縁沿縁沿縁沿縁沿いをいをいをいを流流流流れるれるれるれるヨッピヨッピヨッピヨッピ川方面川方面川方面川方面へのへのへのへの分岐分岐分岐分岐    牛首牛首牛首牛首    》》》》

    

 



   

雲が切れ 正面に燧ケ岳、振り返ると至仏山の山頂がくっきりと広々とした尾瀬ケ原の向こうに 

山に向かって 人影が少なくなった尾瀬ケ原の中央を木道が伸び、静かな尾瀬ケ原が戻ってきた 

 

《 尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原のののの中央中央中央中央    中田代中田代中田代中田代のののの池塘群池塘群池塘群池塘群 》 

   

 

 

 



 

  

    

    

   

 



               《《《《    湿原湿原湿原湿原をををを流流流流れるれるれるれる川川川川がががが地地地地下下下下にににに消消消消えてえてえてえて伏流伏流伏流伏流するするするする伏流点伏流点伏流点伏流点    竜宮竜宮竜宮竜宮    》》》》    

 

 

   

 

 

↑↑↑↑竜宮竜宮竜宮竜宮    



 

  

  

               竜宮周辺 中田代の水芭蕉  2013.6.16. 



 

ヨッピ川沿いの東電小屋へ向かう木道との分岐 竜宮十字路 奥に竜宮小屋の森が見える 

    

 



《《《《    竜宮十字路竜宮十字路竜宮十字路竜宮十字路からからからから左左左左    ヨッピヨッピヨッピヨッピ川沿川沿川沿川沿いのいのいのいの東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋へへへへ向向向向かうかうかうかう    》》》》    

 

  

   

 



《 ヨッビヨッビヨッビヨッビ川川川川    吊橋周辺吊橋周辺吊橋周辺吊橋周辺 この橋の西側がヨッピ川 ここより東側は只見川となって東側 新潟へ流れてゆく     》》》》    

   

 

  

  

 



 

     熊の多い景鶴山山麓周辺 木道の所々が橋になっていて、熊などが木道を通り抜けられる・ 

木道脇に設置されている熊の注意板や鐘など゛ともに 熊と人が遭遇しない工夫がなされている。 

  

湿原の向こうに 今日の宿泊東電小屋がみえる  ２０１３．6.16． 2:00   

《《《《    荷物荷物荷物荷物をををを預預預預けけけけ    東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋からからからから新潟新潟新潟新潟・・・・福島福島福島福島のののの県境県境県境県境のののの谷谷谷谷    只見川只見川只見川只見川のののの流流流流れにれにれにれに沿沿沿沿ってってってって    平滑平滑平滑平滑のののの滝滝滝滝へへへへ    》》》》    

 



       東電小屋の北側の森には 只見川沿いの渓谷に素晴しいブナの森が広がっていました 

  

 



  

橋を渡ると燧ケ岳の広い裾野に広がる湿原 赤田代に出て、燧ケ岳を背に広い尾瀬ケ原の東部分見渡せる 

 只見川沿いの谷 と 南の尾瀬ケ原 見晴との分岐  見晴へちょっと寄り道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 



《《《《    赤田代赤田代赤田代赤田代にににに戻戻戻戻ってってってって    只見川沿只見川沿只見川沿只見川沿いのいのいのいの谷谷谷谷をををを温泉小屋温泉小屋温泉小屋温泉小屋・・・・平滑平滑平滑平滑のののの滝滝滝滝へへへへ    》》》》    

 

 

 



  

  

   

    

《《《《    暮暮暮暮れてゆくれてゆくれてゆくれてゆく尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原        東電小屋東電小屋東電小屋東電小屋よりよりよりより    2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.2013.6.16.夕夕夕夕    》》》》    

        



 

    

 



2.2.2.2. 2013.6.17. 2013.6.17. 2013.6.17. 2013.6.17. 夜明夜明夜明夜明けのけのけのけの尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原        朝霧朝霧朝霧朝霧にににに包包包包まれたまれたまれたまれた東電小屋周辺東電小屋周辺東電小屋周辺東電小屋周辺のののの散策散策散策散策    

    

   

  

 

 



 

  

  



   

   

  

 



3.3.3.3.    6666 月月月月 17171717 日日日日        尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ出出出出てててて    三平峠三平峠三平峠三平峠からからからから大清水大清水大清水大清水へへへへ下下下下るるるる    

    

 

 

 



    《《《《    6666 月月月月 17171717 日日日日        尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    尾瀬ケ原中央を横切って 竜宮へ        》》》》    

 朝 6時 30分東電小屋を出発して 朝霧の漂う尾瀬ケ原竜宮へ戻って そこから尾瀬沼へ向かう 

 

 



 

   

  

               ヨッピの吊橋から 竜宮 十字路に出て  まだ 7時前 尾瀬ケ原に人影なし 2013.6.17. 

       逆光でシルエットしか見えない燧ケ岳へ向かって歩く 竜宮小屋の森を通り抜けて見晴らしへ 

    



 

 

 

 
 



《《《《    見晴見晴見晴見晴からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    沼尻川沼尻川沼尻川沼尻川がががが流流流流れれれれ下下下下るるるる谷谷谷谷をををを遡遡遡遡ってってってって    尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ    2013.6.17.2013.6.17.2013.6.17.2013.6.17.    7;17  7;17  7;17  7;17  》》》》    

   

   

   

 



  

   

   

《《《《    谷筋谷筋谷筋谷筋がががが明明明明るくなってるくなってるくなってるくなって    木道木道木道木道にににに残雪残雪残雪残雪    沼尻川沼尻川沼尻川沼尻川のののの瀬音瀬音瀬音瀬音がががが大大大大きくきくきくきく聞聞聞聞こえてくるとこえてくるとこえてくるとこえてくると白砂乗越白砂乗越白砂乗越白砂乗越（（（（白砂峠白砂峠白砂峠白砂峠））））周辺周辺周辺周辺    》》》》    

   

   

尾瀬ヶ原側と尾瀬沼側を隔てる白砂峠 2013.6.17. 



 

 

白砂峠を越えるとまもなく尾瀬沼への入り口 白砂田代 まだ尾瀬沼は見えないが周囲の森の景色が素晴しい 



《《《《    白砂田代湿原白砂田代湿原白砂田代湿原白砂田代湿原でででで    》》》》    

    

    

            

    



        
静寂に包まれた森と池塘 そして初夏の緑の濃淡の美しさには 思わず東山魁夷の世界だと 2013.6.17. 

    

    



    

    



《《《《    森森森森をををを抜抜抜抜けるとけるとけるとけるとパッパッパッパッとととと視界視界視界視界がががが開開開開けけけけ、、、、目目目目のののの前前前前にににに尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    沼尻平沼尻平沼尻平沼尻平にでましたにでましたにでましたにでました    2013.6.17. 8:522013.6.17. 8:522013.6.17. 8:522013.6.17. 8:52    》》》》    

    

    

    

    



        

    
                             沼尻平からながめる燧ケ岳  2013.6.17. 

 



        《《《《    沼尻沼尻沼尻沼尻からからからから    燧燧燧燧ケケケケ岳岳岳岳をををを眺眺眺眺めながらめながらめながらめながら    人人人人のののの少少少少ないないないない西西西西湖岸湖岸湖岸湖岸のののの木道木道木道木道をををを通通通通ってってってって長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋へへへへ        9:09:09:09:00000    》》》》    

                次はいつになるかわからぬので、平野さんの長蔵小屋は是非見て帰りたいが、記憶にある大清水までの道は 

遠くて長い。 切符を取っているので 長蔵小屋から沼山峠を経て会津側へはくだらない。 

コースタイムは今のところ順調なのでgoo。 でも 2時過ぎには三平峠へ登らないと大清水を経て神戸まで 

は帰れない。 水芭蕉と燧ケ岳を眺めながらの Walk 時間を気にしつつ、湖岸の木道を長蔵小屋へ   

 

  

   
西湖岸の木道をしばらく行くと富士見峠への分岐 小屋で今は行きがあるので進めないと聞いた道との分岐 



 

 

富士見峠への分岐周辺から尾瀬沼の向こうに燧ケ岳がくっきりと  2013.6.17. 

 



 

 

 

 



《《《《    尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋        頭頭頭頭にあるにあるにあるにある印象印象印象印象とはとはとはとは違違違違うううう長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋長蔵小屋のののの横横横横にににに出出出出るるるる    10:0710:0710:0710:07    》》》》    

頭にあるのは会津側 大江湿原側から見る長蔵小屋とは随分ちがう。 こんな樹木につつまれていただろうか・・・・と。 

 

  

  

 

長蔵小屋から眺める燧ケ岳 2013.6.17.  



 

   

長蔵小屋から元の三平峠下へ戻る途中で眺めた草花 

 

《《《《        三平峠下三平峠下三平峠下三平峠下にににに戻戻戻戻ってってってって    三平峠三平峠三平峠三平峠からからからから大清水大清水大清水大清水へへへへ        10:25  10:25  10:25  10:25  》》》》    

 



  

  つづら折れの木道階段道を何度か折れるとあっけないほどで 三平峠にたどり着く   2013.6.17. 

  

 

尾瀬沼から大清水へ下る峠 三平峠 2013.6.17. 10:55   ここからは大清水まで長いくだり道  

  
峠を越えると群馬県側の山々が見え、深い谷に随分高地にいることが知れる。 2013.6.17. 

 

 



   

急なくだり道を谷底へと降りてゆく 道はよく整備されているがきつい 

 

 

   

山腹のトラバース道から谷筋へ降りるきつい下りに変わるともう里も近い 2013.6.17. 

 

 



  

 

足には本当にきつい三平峠からの悪戦苦闘の約 1時間 やっと市ノ瀬休憩所  

やれやれである。 でも ここからはまた、大清水まで 1時間の車道歩きが続く 

  

時間的には余裕が出てきたので、川の瀬音を聞きながら大清水へ下る 

 

 



 

12:30 約 45分ほどで 大清水の登山口に下山 一つ前のバスに乗れそう 2013.6.17. 

 



4444....    6666 月月月月初夏初夏初夏初夏    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで出会出会出会出会ったったったった草花草花草花草花    とととと    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬のののの森森森森    

 



尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで見見見見かけたかけたかけたかけた初夏初夏初夏初夏のののの花花花花    【【【【1111】】】】    2222000011113333....6666....    11116666....& & & & 17.17.17.17.    

    

      

   

   

   



尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬でででで見見見見かけたかけたかけたかけた初夏初夏初夏初夏のののの花花花花    【【【【2222】】】】    2222000011113333....6666....    11116666....& & & & 17.17.17.17.    

        

   

     

     

     

 

 

 

 



                                                尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原・・・・尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬沼沼沼沼 WalkWalkWalkWalk のののの森森森森    

        

鳩待鳩待鳩待鳩待峠峠峠峠----山山山山のののの鼻鼻鼻鼻    川川川川のせせらのせせらのせせらのせせらぎをぎをぎをぎを聞聞聞聞きなきなきなきながらがらがらがら柔柔柔柔らかいらかいらかいらかい緑緑緑緑のののの森森森森がががが続続続続くくくく        2222000011113333....6666....11116666....    

        

尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    山山山山のののの鼻鼻鼻鼻    2222000011113333....6666....11116666....    

        
    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    ヨッピヨッピヨッピヨッピのののの林林林林        2222000011113333....6666....11116666....        



        

    

只見川只見川只見川只見川がががが流流流流れるれるれるれる景景景景鶴鶴鶴鶴山山山山山麓山麓山麓山麓ののののブナブナブナブナのののの森森森森        2222000011113333....6666....11116666....    

    

    

    



            

尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原    竜宮竜宮竜宮竜宮小屋小屋小屋小屋のののの森森森森    

        
尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原からからからから尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼へへへへ抜抜抜抜けるけるけるける燧燧燧燧ケケケケ岳岳岳岳山腹山腹山腹山腹    段段段段小屋小屋小屋小屋坂坂坂坂周辺周辺周辺周辺    2222000011113333....6666....11117777....    

    



        
尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    白白白白砂砂砂砂田代田代田代田代湿原湿原湿原湿原でででで    2222000011113333....6666....11117777....        

        

        

                                                                                尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    西岸西岸西岸西岸のののの木道木道木道木道        2222000011113333....6666....11117777....        



    

        
三平三平三平三平峠峠峠峠からからからから大清水大清水大清水大清水のののの山腹山腹山腹山腹でででで        2222000011113333....6666....11117777....    

    



 

    

    

【【【【参考参考参考参考】】】】                【【【【風来坊風来坊風来坊風来坊    Country WalkCountry WalkCountry WalkCountry Walk】】】】    尾瀬尾瀬尾瀬尾瀬ケケケケ原原原原・・・・尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼尾瀬沼    

    

1.  尾瀬の秋 紅葉の尾瀬ヶ原  上越側 鳩町峠から会津側御池小屋へ  1990.10 

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama02.pdf 

2.  夏の尾瀬 尾瀬沼・尾瀬ヶ原                       2000.7.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama03.pdf 

3.  初夏 水芭蕉の尾瀬 探勝                        2001.6. 

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/mnyama07.pdf 
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【【【【写真写真写真写真手帳手帳手帳手帳】】】】    

    2222013013013013 年夏年夏年夏年夏    朝顔帳朝顔帳朝顔帳朝顔帳    2013.8.10.2013.8.10.2013.8.10.2013.8.10.      by Kikuko Nakanishi  by Kikuko Nakanishi  by Kikuko Nakanishi  by Kikuko Nakanishi        

夏の早起きの楽しみ 今年も数多くの朝顔が咲き、すがすがしい朝を演出してくれました 

今年の我が家の朝顔帳をスライド動画にまとめました 
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2013 年夏 朝顔帳 2013.8.10.    by Kikuko Nakanishi  



byby KikukoKikuko NakanishiNakanishi

大門武彦
テキスト ボックス
 　　≪ 【写真アルバム】2013年夏　朝顔帳　≫

















旧尼崎城下旧尼崎城下旧尼崎城下旧尼崎城下のののの町町町町「「「「築地築地築地築地」」」」にににに残残残残るるるる「「「「築地築地築地築地    だんじりだんじりだんじりだんじり祭祭祭祭」」」」    2013.9.16.2013.9.16.2013.9.16.2013.9.16.夜夜夜夜    

築地初島大神宮築地初島大神宮築地初島大神宮築地初島大神宮    だんじりだんじりだんじりだんじり    とととと    だんじりがだんじりがだんじりがだんじりが    ぶつかりぶつかりぶつかりぶつかり合合合合うううう「「「「山山山山あわせあわせあわせあわせ」」」」                

 

大門武彦
スタンプ



 

 

1.1.1.1.    尼崎城下尼崎城下尼崎城下尼崎城下    築地町築地町築地町築地町    案内案内案内案内    戎橋にある案内板より 

 



2.2.2.2.    阪神尼崎駅阪神尼崎駅阪神尼崎駅阪神尼崎駅からからからから久久久久しぶりにしぶりにしぶりにしぶりに城内地区城内地区城内地区城内地区をををを通通通通ってってってって築地築地築地築地    初嶋大神宮初嶋大神宮初嶋大神宮初嶋大神宮へへへへ            

 

 

 

 



   

阪神尼崎駅南側 庄下川に面した城内地区 かつて尼崎城があり、この庄下川を伝ってそのまま海へ出られたという 

 

江戸の初め 西の守りとして 3重の堀に囲まれ、4層の天守閣を持つ水城があった 

 

尼崎城を中心とした城下 町民の町8町 そして 城西の町（中在家・宮町）そして 城南の築地町には300年続く庶

民の祭「だんじり祭」が今も受け継がれ、続いている。 

 



 

 

 



   

水路を渡ると築地 かつての中国街道・往還筋 築地の本町通には祭礼のちょうちんが掲げられていました 

  

また、水路の東には大官町・小嶋の地車が「山あわせ」を待っていました 

  

築地の東側の端周辺 だんじりの山あわせはこの公園の広場で行われる 

   

だんじりの「山あわせ」を待つ広場 

 

 



  

初嶋大神宮 浦の松島とよばれ、南に大小の島々が浮かぶ海が正面に広がっていた 

初島大神宮にお参りを済ませましたが、まだ地車の山あわせには1時間以上あるので、築地の街から南側に広がる住

金の工場群を取り囲む向島の水路に沿って、久しぶりに歩きました。 

 

3.3.3.3. 築地築地築地築地のののの東端東端東端東端からからからから水路水路水路水路にににに沿沿沿沿ってってってって    東向島東向島東向島東向島をぐるりとめぐるをぐるりとめぐるをぐるりとめぐるをぐるりとめぐる    

築地の街の南は住友鋼菅（現新日鉄住金）の工場群が立ち並ぶ工場街。かつてよく通った工場ですが、高潮をされるた

め、ぐるりと防潮壁でかこまれ、この東向島のウォーターフロントはほとんど知らない。 

築地の街の東端から南へ水路沿いに歩いて、ぐるりと1週して、築地の街の西の入口「戎橋」に戻ってきました。 

ちょうど夕暮れ 水路は夕日に輝いて美しく光っていました。 

  

  

                 築地の南東端の水路船溜り周辺で 左 北の船溜り 右 南 新中島大橋から尼崎港 

 

 



  

   

東向島の工場群を取り囲む水路防潮堤と水路沿いに建ち並ぶ工場建屋 

 

   

            久しぶりに塀の外側から見る工場内  向島の運河沿いより一本北の通り南側から 



  

 

北側 向島と築地・中在家を別ける五合橋線 築地橋から眺める夕日 

  

       庄下川に架かる 43号線陸橋          すぐ南側 東西の水路に架かる築地の西入口 戎橋 



4.4.4.4.    築地本通築地本通築地本通築地本通をををを山山山山あわせにあわせにあわせにあわせに向向向向かうだんじりかうだんじりかうだんじりかうだんじり いよいよ「築地だんじり祭」も最高潮 

 

  

いよいよ築地本通も賑わいを見せ始め、街角には「山あわせ」に出陣する地車が出番を待つ  

                                  

      いよいよ築地の街に地車が繰り出し、大神宮も人で一杯に。御祓いを受けて出陣する地車を見に戻る 

      

 

 



 

  

    

 

次々と各町内の地車が築地本

通に集まってきて、行ったり

きたり。 

町中にだんじり囃子が響き渡

り、順次 東の「山あわせ」

の広場へ向かってゆく。 

 

いよいよ 築地だんじり祭の

クライマックス「山あわせ」

が始まる 



4.4.4.4. 築地築地築地築地だんじりだんじりだんじりだんじり祭祭祭祭ののののクライマックスクライマックスクライマックスクライマックス「「「「だんじりのだんじりのだんじりのだんじりの山山山山あわせあわせあわせあわせ」」」」    

 

だんじり囃子が鳴り響く中、２台の地車が互いに前方部を傾け、肩背棒どうしを山形に組み合って押し合う。 

そしてうまく 肩背棒を相手の肩背棒の上に乗せ、相手の地車を制してしまうと勝負がつく。 

規制されたルールの中での戦い（演技）とはいえ、急テンポのだんじり囃子が鳴り響く中での地車の激しいぶつかり 

合いに見物のひとたちも興奮して見入る迫力満点の祭である。 

子供の頃には祭というとだんじり囃子にかきたてられて、この「だんじりのけんか」を見るのが楽しみでしたが、街 

中での「山あわせ」が禁止され、巡行だけとなって、次第に祭見物も足が遠のいていましたが、あのだんじり囃子の 

リズムとぶつかり合う地車の姿は脳裏にくっきりと残っています。 

築地の友人宅でご馳走になって、午後7時を過ぎて、いよいよ山あわせ場へ 

  

  

  広場では「山あわせ」がもう始まっていて、見物の人でぎっしり。軽快なだんじり囃子に載せて、     

地車と地車がぶつかり合う熱戦が続く 「見たかったのは これや」と。 童心に返って楽しみました 



 

 

 



 

 

 

         9時を回って 興奮冷めやらぬ中で「山あわせ」の全プログラムが終了 

 

「山あわせ」が終わって みんな満足感一杯の顔 

2013年山あわせを閉める尼崎の手締めで山あわせが終了 

地車はそれぞれ 築地の街中へ繰り出していって 祭りのフィナーレを楽しむ 



  

 

   

築地本通に繰り出した地車 町中が一緒になって 祭りのフィナーレを楽しむ 

 

 



 

 

  

  

 

 



  

 

わがふるさとわがふるさとわがふるさとわがふるさと尼崎尼崎尼崎尼崎のののの 2013201320132013 年築地年築地年築地年築地だんじだんじだんじだんじりりりり祭祭祭祭            

誰誰誰誰がなんとがなんとがなんとがなんと言言言言おうとおうとおうとおうと    子供子供子供子供のののの頃頃頃頃をををを思思思思いいいい出出出出しつのしつのしつのしつの    血血血血がががが騒騒騒騒ぐぐぐぐ祭祭祭祭でしたでしたでしたでした    

興奮興奮興奮興奮でででで    いまだにいまだにいまだにいまだに    だんじりだんじりだんじりだんじり囃子囃子囃子囃子ののののリズムリズムリズムリズムがががが耳耳耳耳についていますについていますについていますについています    

 

【【【【参考参考参考参考    和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道    Country walk Country walk Country walk Country walk 】】】】    

  1.  1.  1.  1.    かつてはかつてはかつてはかつては「「「「尼尼尼尼のののの喧嘩祭喧嘩祭喧嘩祭喧嘩祭」」」」としてとしてとしてとして有名有名有名有名なななな尼崎貴布禰神社夏祭尼崎貴布禰神社夏祭尼崎貴布禰神社夏祭尼崎貴布禰神社夏祭りりりり〔〔〔〔宵宮宵宮宵宮宵宮〕〕〕〕            

                         50 50 50 50 数年数年数年数年ぶりぶりぶりぶり    だんじりとだんじりとだんじりとだんじりと暴暴暴暴れれれれ太鼓太鼓太鼓太鼓のののの宮入宮入宮入宮入    

                                                                http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk15.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk15.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk15.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk15.pdf    

 2.  2.  2.  2. 工都尼崎工都尼崎工都尼崎工都尼崎をををを支支支支えるえるえるえる「「「「尼崎港尼崎港尼崎港尼崎港    閘門閘門閘門閘門（（（（尼崎尼崎尼崎尼崎））））ロックロックロックロック」」」」walkwalkwalkwalk    

http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009walk/9walk01.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009walk/9walk01.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009walk/9walk01.pdfhttp://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009walk/9walk01.pdf    



 参考参考参考参考    尼崎尼崎尼崎尼崎のののの歴史歴史歴史歴史    旧尼崎城旧尼崎城旧尼崎城旧尼崎城    城下町城下町城下町城下町ととととだんじりだんじりだんじりだんじり祭祭祭祭りりりり    

                    今今今今ももももだんだんだんだんじりじりじりじり祭祭祭祭がががが残残残残るるるる城城城城南南南南のののの築地築地築地築地    とととと    城城城城西西西西（（（（中在家中在家中在家中在家・・・・宮町宮町宮町宮町・・・・屋敷屋敷屋敷屋敷町町町町））））地地地地域域域域    

  

 

  

江戸時代の尼崎藩                   尼崎市南部の旧尼崎城下町 8 町 

尼崎の歴史 1. 旧尼崎城下町  

尼崎は大阪湾の奥 淀川や猪名川・神崎川の河口に位置し、「川尻」と呼ば

れ、古代から漁業の盛んなところであると共に、海路瀬戸内へ向かう重要

地点。海岸沿いに数多くの島・砂洲が点在する風待ちの湊であり、その海

岸には西宮で京へ向かう西国街道と分岐した脇街道 中国街道が大阪へ

と通じ、尼崎地域（尼崎・大物・塚口・神崎など）は港・街道・淀川から数々の

物資が集まる集散地として、中世には堺と並ぶ自由都市として栄えた。 

戦国時代を経て、江戸時代の初めには 尼崎の海岸に 大阪西の守りとし

て 「3 重の堀を持ち、本丸には 4重の天守と 3重の櫓を有し、直接海へ

出られる尼崎城とその城下町が築かれ、南浜の南端には、中国街道を通

す為に木橋で東西に直行させるなど、港のある城下町として繁栄する。 



尼崎の城下町は、武家屋敷の区画とは別に、町人たちが住む町屋の区画があり、城の東側の大物・辰巳・風呂辻・市庭・

別所の5町は、中世以来の港町である大物・尼崎の区域。そして城の西側 宮町・中在家の 2町は城の用地となった地

区からそれまで砂州であった新開の地に移して作られた町である。八つ目の新しい町「築地」は、それまで城の南端を

通っていた中国街道を迂回させるため、城の南側の葭島〔よしじま〕を造成して寛文 4年（1664）につくられた。 

 

水城がある城下町であり、港・街道・淀川から数々の物資が集まる集散地として栄えた「尼崎」。中世以来の港町であった大

物町・東町だけでなく、城の城下として新しく作られた中在家などの城西地域や築地にも港の施設がありました。 

寛永 12年（1635）の城下絵図によれば、大物町と東町（辰巳・風呂辻・市庭・別所町）の町場には、「舟乗場」の文字

や港の施設である「石カンキ（雁木〔がんぎ〕）」が描かれていて、辰巳町の長遠寺浜と大物橋のたもとの大物浜に大坂

への舟乗り場があり、大物浜に面する町並みは旅籠屋が軒を並べていた。また、辰巳町には大坂への街道が通る佃島と

の間を往復する渡し場もあり、この渡し場が尼崎藩領の東の境だったという。 

「別所浜」（別所町南側の浜）には漁業や商売の神様の戎社が祀られていて、廻船や漁船などの荷の積み下ろし、取り

引きでにぎわい、別の城下絵図には、中在家町東端（庄下川の西岸）にも雁木が描かれ、また、中在家町の浜には魚市

場に多数の漁船が着岸している様子が描かれている。 

城下で最も人口の多い町中在家町は、南側には大阪湾にでる水路に面し、街中を走る中国街道・水路沿いには魚

市場・生魚問屋をはじめ漁業関係の商人や漁師の町屋が立ち並ぶ東西に細長く延びる湊町。江戸時代 綿作用肥

料として干鰯の需要が増えるとイワシを求めて関東地方にまで出漁していたこともあるなど栄え、南側の水路を

通り、魚を近海や西国各地から入荷するとともに、城下や京都・大坂方面に売りさばいたという。 

また、新しく尼崎城の南側 水路を隔てて 砂洲を埋め立て作られた城下町「築地」は 当初ほかの町から移住

してきた人たちが住む漁師町であったが、水路の北の浜沿いには材木問屋が立ち並び、寺町の寺々を建てた大工

や商家の町屋並ぶようになり、中在家と共に中国街道が通る城下町として栄えた。 

そして、中在家や宮町など城西地区の地域の西北端には貴布禰神社、築地には初島大神宮が鎮座し、これらの町

の発展と共に勇壮なだんじり祭りが代々受け継がれ、今に続いている。 

                              「図説尼崎の歴史」等より抜粋整理 

 尼崎の歴史 2.  近代から現在までの尼崎の発展 

明治に入ると農業や漁業も引き続き盛んでしたが、綿や菜種とい

った近世以来の商品作物や城下町の繁栄を担った中在家の魚市場

などは、明治の半ば頃から徐々に衰退。しかし、明治後半から始

まった海岸部の広大な埋め立て地には数多くの工場が誘致される

のを皮切りに、尼崎の臨海部は大正・昭和を通じ、重化学工業地

帯として発展し、城下町も徐々に活気を取り戻し、特に旧中国街

道の道筋にあたる本町通商店街（現在の国道43号線沿い）は、明

治後半頃から昭和戦前期にかけて、阪神間でも有数の活況を呈す

るなど、尼崎は工業都市化が進み、人口も急速に増え、旧城下町

は尼崎の中心市街地として大いに発展する。しかし、第二次世界

大戦が起こると空襲と疎開で南部の旧城下町を中心とした尼崎の

市街地は消失を免れた築地や寺町などを含め、かつての賑わいを失ってゆく。 

戦後復興期にはいると尼崎の南部地域には重工業を中心とした大工場群が立ち並ぶ「鉄のまち」としていち早く復活を

果たす。 かつて中国街道が通り、旧城下の中心だった本町通には 南部の大工場群を結ぶ東西交通の要として広い国

道 43号線が建設されると共に、工場街と居住地が南北に分断され、街の中心も北に移ってゆく。 

戦後尼崎の市街地もまず商店街の再建から始まり、杭瀬・出屋敷などの商店街が活気を取り戻し、 

戦時疎開と空襲によりかつての面影を失った本町通商店街の多くの店が移転、開設した中央商店街も、 

これに続き、現在の阪神尼崎駅から出屋敷駅へと続く中心商店街が形成されてきました。 

そして、築地や中在家などの旧城下町は中心市街地から、その地域に根ざした街へと移ってゆく。 

一方、工業生産も、昭和25年の朝鮮戦争にともなう特需景気によって息を吹き返し、やがて高度 



経済成長期にかけて、鉄鋼を中心とする工業都市尼崎が復活を遂げていきました。 

この時期の尼崎にとっての最大の課題は、工業用水の汲み上げによる地盤沈下が原因となって、毎年 

のように繰り返される高潮被害を防ぐための防潮堤の建設でした。 

特に昭和25年のジェーン台風は、戦前の室戸台風以上に深刻な被害を尼崎市域にもたらしました。 

このため、尼崎の海岸部全域を覆う大防潮堤の建設が計画され、昭和30年度中に完成。 

尼崎港は防潮堤の外に新たに作られた大型船岸壁とスエズ運河式の閘門から出入りする旧来の内港の 

二つに分かれた。 

工業都市工業都市工業都市工業都市としてのとしてのとしてのとしての繁栄繁栄繁栄繁栄からからからから脱皮脱皮脱皮脱皮しししし、、、、22221111 世紀世紀世紀世紀へのへのへのへの新新新新しいしいしいしい街街街街づくりへづくりへづくりへづくりへ    

高度経済成長期には、工業生産の拡大に加えて、北部を中心とした住宅地開発も一層進み、市域の農地は急速に失われ

人口の増加も著しく、昭和45年には55万 4千人とピークを迎えるが、同時に、地盤沈下に加えて大気汚染や河川水質

汚濁、騒音等の公害問題が一層深刻となるなど、急速な都市化の弊害がさまざまな形であらわれた。 

工業用水道の設置（昭和33年給水開始）や公害防止協定の締結（昭和44年第 1次協定）など、抜本的な公害対策がは

かられ、さらに昭和 48 年の第 1次オイルショック以降、日本経済の構造変化が進むなか、戦前以来の尼崎の工業も大

きな転換をせまられ、工場の転出や閉鎖、人口の減少など、都市としての活力の停滞を余儀なくされてゆく。 

こうしたなか、1980 年代から 90 年代にかけて、都市環境の整備・保全や市民福祉の充実、産業構造の転換、文化の振興な

ど、市民の生活や意識の変化、時代の要請に応じた施策が取り組まれてきた。 

また、平成 7 年には阪神・淡路大震災によって大きな被害を受け、その復興もまた大きな課題となった。 

このように、現在 尼崎市は引き続きさまざまな都市課題に直面しているが、これらの課題の解決と都市の活性化をめざして、

21 世紀における新たなまちづくりが進められている。 

そんな中で、 尼崎のだんじり祭は「尼っ子の血が騒ぐ」と尼崎の人たちの「ふるさとと」して今も街づくりの一翼を担っている。 

尼崎南部の旧尼崎の城下町地域は第二次世界大戦の空襲と疎開による街の空洞化と戦後の南部重工業地帯の 

大きな発展によって、尼崎の中心市街地の役割を終えましたが、多くの人々が住むそれぞれの地域の中核市 

街地として生き続けている。そして、地域の人たちによって継承され地域の支えとなってきたのが地域伝統 

の祭り「だんじり祭」である。  

中在家町・宮町など城西地域 「貴布禰神社のだんじり祭」 

南の築地地区 築地「初嶋大神宮のだんじり祭」。 

 

私のふるさとは旧城下町ではなく、もう少し北の地域なのですが、子供の頃 私の町にも「八幡神社のだんじり」があ

り、また、貴船神社や初島大神宮のだんじり祭にはよく見物に連れて行ってもらいました。 

そして、耳には あの尼崎独特のだんじり囃子の鐘の音と激しくぶつかり合うだんじりの記憶が残っていて、私もまた 

だんじり囃子をきくと血が騒ぎます。 

 

  

 



3.3.3.3.    尼崎尼崎尼崎尼崎のののの「「「「地車地車地車地車・・・・だんじりだんじりだんじりだんじり」」」」    

「だんじり祭」というと街中を猛スピードで駆け抜ける「岸和田のだんじり祭」が有名であるが、このほか河内・和泉

や神戸・尼崎などにもあり、それぞれ、神社の大祭にあわせて 各町内の地車（地車と書いてだんじりと読む）が引き

回され、街を練る。そして地域によって、それぞれ地域に根ざした引き回しが行われる。 

 

尼崎では、地車と地車が前の部分を上げてぶつか

り合う尼崎独特の「山あわせ」が行われる。 

かつては、街中で繰り広げられた「山あわせ」別

名「だんじりのけんか」と町ではいい、かつては

激しい荒くれの祭で、負傷・小競り合いなどが絶

えなかったが、交通事情の変化もあって、街中で

の「山あわせ」は禁止された。現在は厳しいルー

ル規制・遵守のもと、山あわせ場で演技として「山

あわせ」が行われている。  

２台の地車が向かい合い、前の部分を上げながら                   

ぶつかりあい、上手く肩背棒といわれる棒（地車の     尼崎 築地だんじり祭「山あわせ」2013.9.16.夜 

引き棒）を先方の地車に乗せて、相手の地車を制してしまうと勝負ありという演技である。 

演技とはいえ、急テンポのだんじり囃子が鳴り響く中で 地車と地車がぶつかり合う戦いで、迫力満点である。 

 

子供の頃には 祭りというとこの「だんじりのけんか」を見るのが

楽しみでしたが、街中での「山あわせ」が禁止され、巡行だけとな

って、足が遠のいていましたが、一昨年の夏 貴布禰神社の夏祭・「だ

んじり祭の宮入巡行」を見て、今度はぜひ「山あわせ」を見たいと。 

そんな折、築地に住む友達から「昔のだんじり祭の風情を残してい

るのは築地が一番 ぜひ見においで」と声をかけてもらった。 

昨年はよう出かけませんでしたが、この9月 16日 「初嶋大神宮大

祭のだんじり祭・山あわせ」を久しぶりに見に出かけました。 

 また、「築地」地区は周囲を運河で囲まれた工場地帯の一角にある

街で運河の南の向島地区はよく通った工場街。「山あわせ」が始まる

前に 時間がありましたので、この向島を取り囲む運河に沿って歩

いてきました。 

 

  

                   かつての尼崎城下 築地の町の位置 



  

江戸時代初期に築かれたかつての尼崎城下 築地 

         尼崎の漁師たちや魚問屋が、関東にまで進出していたという話もあり、 

東京の「築地」は この「尼崎の築地」から名づけられたという人もいる 

 

  

   

    築地築地築地築地初初初初島島島島大神宮大神宮大神宮大神宮    だんだんだんだんじりじりじりじり祭祭祭祭        2222000011113333 年年年年 9999 月月月月 11116666 日日日日夜夜夜夜    



        【【【【参考参考参考参考】】】】    今今今今昔昔昔昔のののの尼崎尼崎尼崎尼崎城下城下城下城下    周辺地図周辺地図周辺地図周辺地図    
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クレーグクレーグクレーグクレーグ・・・・ダンカンダンカンダンカンダンカン夫妻夫妻夫妻夫妻    ビリビリビリビリーーーー・・・・スミススミススミススミス夫妻夫妻夫妻夫妻    &&&&    マイクマイクマイクマイク・・・・スコットスコットスコットスコット    

ナッシュビルナッシュビルナッシュビルナッシュビル    BluegrassBluegrassBluegrassBluegrass    Music Music Music Music ライブライブライブライブ     2013.10.2. 2013.10.2. 2013.10.2. 2013.10.2.    

                            大阪なんば「アナザー ドーム」にて 

 

 

ジャズ好きの友人から、久しぶりに大阪のライブハウスに行こう声が掛かった「Bluegrass Music Live」  

それも、唯一私が訪づれたことのあるジャスの都「ナッシュビル」のミュジシャンによるライブコンサート  

「是非とも参加する」と10月 2日夜 なんばのライブハウス「アナザードーム」へ  

ジャスのジャンルなど ちんぷんかんぷんです

が、アイリッシュのミュージックは何か暗くて

重たく感じるのですが、アメリカの「ブルーグ

ラス」になると明るくて好きです。  

久しぶりのジャズライブの雰囲気にスカッと心

地よい気分  

ミュージシャンたちとも触れ合え サインをも

らったり、スナップも一緒に取れたし、  

深夜まで 楽しいジャスライブの夜でした 

 

ライブ中はカメラはだめと思っていましたが、 みんなカメラやビデオにスマートホンなど あちこちでまわしていた

ので、私もデジカメ動画で撮影。デジカメ動画から写真を切り出して 私の記録として編集してみました。 

私的な記録ファイルですが、雰囲気がつたわれば・・・・・。 

大門武彦
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《《《《    ナッシュビルナッシュビルナッシュビルナッシュビル    BluegrassBluegrassBluegrassBluegrass    Music Music Music Music ライブライブライブライブ    写真写真写真写真アルバムアルバムアルバムアルバム        2013.10.2.2013.10.2.2013.10.2.2013.10.2.夜夜夜夜    》》》》 

 

 

 

 

 

ちょうど 10年前の 9月 当時アトランタにいた息子の案内で、ジャズの都《ナッシュビル》におのぼりさん 

そのときに行った「グランド オプリ」を思い出しながらのライブでした 



& 

&
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写真写真写真写真アルバムアルバムアルバムアルバム 西神戸西神戸西神戸西神戸・・・・東播磨東播磨東播磨東播磨にににに深深深深まりまりまりまり行行行行くくくく秋秋秋秋をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる    2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.        

                            毎年出毎年出毎年出毎年出かけるかけるかけるかける西神戸西神戸西神戸西神戸・・・・東播磨東播磨東播磨東播磨    秋景秋景秋景秋景色色色色 

1. 加古川東岸の山裾に広がる志方のコスモス畑    志方町高畑・広尾・野尻のコスモス畑 

2. 実りの秋の収穫 播州の秋のすばらしい景色     加古川西岸 志方町 & 上荘町で 

3. 小野市鴨池の秋                            小野市鴨池 

4. 西神戸神出の田園地帯の夕暮れ 日没       神戸市西区神出 

5. グリーンスタジアム神戸 夏の終わりをつける花火ナイト  神戸市西区総合運動公園 

 

1.1.1.1.    加古川東岸加古川東岸加古川東岸加古川東岸のののの山裾山裾山裾山裾にににに広広広広がるがるがるがる志方志方志方志方ののののコスモスコスモスコスモスコスモス畑畑畑畑        2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7. 

例年 志方や来住野の傾斜地で コスモスに先立って咲く蕎麦の白い花が今夏の数回にわたるゲリラ集 

中豪雨で、まったくだめ。 コスモスも咲くのが気になって、 早めに休耕田に広がる志方町高畑・広尾・野尻 

各地区のコスモス畑 訪れました。  

時期的には ちょっと早かったのですが、今年も野原一面をピンクに染めるコスモスに出会えました  

また、コスモスの花の蜜を一心に吸うミツバチにも・・・・・ 

      

城山をバックに志方町の中央の田園に広がる高畑のコスモス畑 2013.10.7.          

        
志方町野尻のコスモス畑で  2013.10.7.  

この野尻の休耕田では蕎麦の栽培が盛んなのですが、3回やり直したが、みな雨にやられたと  

    でも、残った蕎麦で今年も蕎麦祭をやると元気でした     

大門武彦
スタンプ



2.2.2.2.    実実実実りのりのりのりの秋秋秋秋のののの収穫収穫収穫収穫    播州播州播州播州のののの秋秋秋秋のすばらしいのすばらしいのすばらしいのすばらしい景色景色景色景色     加古川西岸加古川西岸加古川西岸加古川西岸    志方町志方町志方町志方町    & & & & 上荘町上荘町上荘町上荘町でででで    

 
加古川加古川加古川加古川のののの東岸上荘町東岸上荘町東岸上荘町東岸上荘町    上荘橋周辺上荘橋周辺上荘橋周辺上荘橋周辺にににに飾飾飾飾りりりり付付付付けられたけられたけられたけられた祭祭祭祭のののの花飾花飾花飾花飾りりりり    2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.  

残念ながら平日の午後 稲穂の中を行く播州の秋の風物詩 祭の飾り屋台には出会えませんでした 

 

刈り取りが始まった志方町野尻の棚田 & どこまでも続く黄金の波 加古川の西岸上荘町見土呂の田園地帯  

 播州平野は今黄金の海 夕刻陽が傾き始めるとコントラストがついて 美しく輝く  

         集中豪雨はあったものの、今年も豊作と           2013.10.7.  

    

3.3.3.3.    小野市鴨池小野市鴨池小野市鴨池小野市鴨池のののの秋秋秋秋    志方町野尻から中国道沿いの山間を東へ   2013.10.72013.10.72013.10.72013.10.7.... 

    
  静かな湖面に 色づきはじめた山々が映りこんで、ゆったりした時間が流れる 小野市鴨池の秋  



   

志方町野尻の山裾では柿が実っていました 里の秋を感じさせてくれる柿  志方町の尻 2013.10.7 

 

4.4.4.4.    西神戸神出西神戸神出西神戸神出西神戸神出のののの田園地帯田園地帯田園地帯田園地帯のののの夕暮夕暮夕暮夕暮れれれれ    2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.2013.10.7.日没日没日没日没  

秋の夕暮れは つるべ落とし ゆったりした時間が流れ 赤く染めてゆく美しいひとときに見とれるのもしばしば 

   

 

西神戸神出の夕暮れ  2013.10.7. 

 

5.5.5.5.    グリーンスタジアムグリーンスタジアムグリーンスタジアムグリーンスタジアム神戸神戸神戸神戸    夏夏夏夏のののの終終終終わりをつけるわりをつけるわりをつけるわりをつける花火花火花火花火ナイトナイトナイトナイト 2013.9.21.2013.9.21.2013.9.21.2013.9.21.    

まだ夕日が照りつけるスタンドの向こうの空には 入道雲なく秋の空  

真っ暗になった夜 満月の月のそばに夏の終わりを告げる花火が上がりました  

   

グリーンスタジアム神戸 夏の終わりをつける花火ナイト  2013.9.21. 
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    ≪≪≪≪写真写真写真写真スライドのスライドのスライドのスライドのアルバムアルバムアルバムアルバム≫≫≫≫    

松山松山松山松山・・・・宇和島宇和島宇和島宇和島からからからから    四万十四万十四万十四万十グリーンライン・グリーンライン・グリーンライン・グリーンライン・高知高知高知高知へへへへ        四国四国四国四国のののの列車列車列車列車をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ        

                            南四国の秋南四国の秋南四国の秋南四国の秋    一度やってみたかった鉄ちゃんの旅一度やってみたかった鉄ちゃんの旅一度やってみたかった鉄ちゃんの旅一度やってみたかった鉄ちゃんの旅    2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.        

 

 11月 10日 松山で前日用事をすませ、神戸へ帰る道 一日雨の天気予報に これはまたとないチャンスと松山・宇

和島から四万十川沿いに窪川に出て高知へ四国の名物列車を乗り継

いで、一日四国をめぐって 鉄ちゃんを楽しんできました。 

四国にはアンパンマン列車をはじめ、色々な名物列車が走っている。 

また、日本一の清流 四万十川を列車ではまだ遡ったことがない。 

紅葉と清流にかかる沈下橋は ぜひ目に納めておきたい景色である。 

そして もうひとつ 高知市内を走る土佐電鉄の路線がはりまや橋

横で作る「ダイヤモンドクロス」もぜひ見たい。 

松山朝 8 時 8 分発のアンパンマン列車特急「宇和島 5 号」に乗れば 

宇和島から予土線で四万十川を眺めながら昼過ぎには高知につける。 

地図をながめながら、何度かイメージしたコース 雨をいいことに今  

回はぜひこの鉄ちゃんをしようと。 

                         【松山から高知へ【松山から高知へ【松山から高知へ【松山から高知へ    鉄ちゃんで車窓を楽しむ鉄ちゃんで車窓を楽しむ鉄ちゃんで車窓を楽しむ鉄ちゃんで車窓を楽しむ    2013.11.2013.11.2013.11.2013.11.10.10.10.10.】】】】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆    松山伊予鉄松山伊予鉄松山伊予鉄松山伊予鉄        美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車                        伊予電鉄伊予電鉄伊予電鉄伊予電鉄    松山市街線松山市街線松山市街線松山市街線 

◆◆◆◆    松山→宇和島松山→宇和島松山→宇和島松山→宇和島    アンパンマン列車アンパンマン列車アンパンマン列車アンパンマン列車    特急特急特急特急    宇和海宇和海宇和海宇和海                                JRJRJRJR 予讃線予讃線予讃線予讃線 

◆◆◆◆    宇和島→窪川宇和島→窪川宇和島→窪川宇和島→窪川    海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン                                                JR JR JR JR 予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線        

                                                《四万十川沿い《四万十川沿い《四万十川沿い《四万十川沿い    シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》                                                                

●●●●    狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流    四万十川の秋景色四万十川の秋景色四万十川の秋景色四万十川の秋景色                

●●●●    四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋                                                                                                    

●●●●    日本で一番暑い所日本で一番暑い所日本で一番暑い所日本で一番暑い所    41414141℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里    江川崎江川崎江川崎江川崎    

◆◆◆◆    窪川→高知窪川→高知窪川→高知窪川→高知                特急特急特急特急    あしずりあしずりあしずりあしずり                                                                                                                    JR JR JR JR 土讃線土讃線土讃線土讃線    

◆◆◆◆    高知土佐電鉄高知土佐電鉄高知土佐電鉄高知土佐電鉄    はりまや橋はりまや橋はりまや橋はりまや橋    路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス            土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線 

大門武彦
スタンプ



◆◆◆◆    松山伊予鉄松山伊予鉄松山伊予鉄松山伊予鉄        美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車美しいイルミネーション付路面電車            伊予電鉄伊予電鉄伊予電鉄伊予電鉄    松山市街線松山市街線松山市街線松山市街線 

   

 松山大街道付近を行くイルミネーションで飾られた路面電車 2013.11.9. 夜 

 

JR 四国バス松山駅の営業所で「アンパンマン」バスの模型をもらう 2013.11.10. 

◆◆◆◆    松山松山松山松山    →→→→    宇和島宇和島宇和島宇和島    アンパンマン列車アンパンマン列車アンパンマン列車アンパンマン列車    特急特急特急特急    宇和海宇和海宇和海宇和海            JRJRJRJR 予讃線予讃線予讃線予讃線 

  

  

2013.11.10.朝 松山駅を8時 8分発アンパンマン列車 <特急 宇和島 5号>で出発 

 

 



   

特急宇和島が松山駅に入線 アンパンマン列車 先頭は どきんちゃん号 ラッキー 2013.11.10.朝 松山駅で 

  

≪≪≪≪    あんぱんまん列車の車内あんぱんまん列車の車内あんぱんまん列車の車内あんぱんまん列車の車内    ≫≫≫≫    

  

  

 



 

  

 

車窓に宇和の海がみえだし、まもなく宇和島である  2013.11.10.  



 

特急宇和海か゛アンパンマンのアナウスに送られながら終着駅宇和島駅に滑り込む 2013.11.10. 

 

ホームの南端へ回り込むと 下車した特急宇和海の左隣のホームにこれから乗車する予土線「窪川」行の列車がみえる  

                      この列車にもデコレーションがほどかされている           2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.    宇和島駅で宇和島駅で宇和島駅で宇和島駅で        

 

  

宇和島から四万十グリーンライン 

予土線を高知県「窪川」に向かう列

車は怪獣やフィギュアの絵でデコレ

ーションされた「海洋堂ホビートレ」                              

そうだ 四万十川沿いのこの路線

には怪獣などのフィギュアで有名な

海洋堂博物館がある。 

それが「ホビートレイン」となって、

清流四万十川沿いを走っている              

胸わくわくの出会いである 

    2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.2013.11.10.    宇和島駅宇和島駅宇和島駅宇和島駅でででで     

 



◆◆◆◆    宇和島→窪川宇和島→窪川宇和島→窪川宇和島→窪川    海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン海洋堂ホビートレイン                    JR JR JR JR 予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線予土線・土佐くろしお鉄道線        

 

 

         宇和島→窪川  予土線・土佐 くろしお 鉄道線を走る 海洋堂ホビートレイン   2013.11.10. 

 

《四万十川沿い《四万十川沿い《四万十川沿い《四万十川沿い    シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》シマントグリーンライン》                                                                

●●●●    狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流狭い谷あいを蛇行して流れる清流    四万十川の秋景色四万十川の秋景色四万十川の秋景色四万十川の秋景色                

●●●●    四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋四万十川に架かる沈下橋                                                                                                    

●●●●    日本で一番暑い所日本で一番暑い所日本で一番暑い所日本で一番暑い所    41414141℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里℃を記録した四万十の里    江川崎江川崎江川崎江川崎    

            

    



宇和島宇和島宇和島宇和島----窪川窪川窪川窪川    四万十川沿いを走る「海洋堂ホビートレイン」の内部四万十川沿いを走る「海洋堂ホビートレイン」の内部四万十川沿いを走る「海洋堂ホビートレイン」の内部四万十川沿いを走る「海洋堂ホビートレイン」の内部    

この路線には怪獣などのフィギュアで有名な海洋堂博物館がある 

     

    

  

  



<<<<<<<<        四万十四万十四万十四万十グリーンライングリーンライングリーンライングリーンライン        JRJRJRJR 予土線予土線予土線予土線        >>>>>>>>    

 

  

  



  

 

  

  

このJR予土線江川崎駅のすぐ東で 四国山地の狭い谷間を幾度も蛇行しながら東西から流れてきた 

清流四万十川の上流が合流して、流れを南へ変え、太平洋へ向かって流れ下ってゆく。 

またこのJR予土線江川崎駅周辺は 41℃の日本最高温度を記録した地点としても有名になった 



 

江川崎を出ると四万十川の本流は蛇行を重ね、沈下橋が次づとあらわれてくる 四万十グリーンラインのハイライト 

 四万十川にかかる沈下橋 長生橋 遠望  江川崎/半家駅間で 2013.11.10. 

 

  

 



 

四万十川にかかる沈下橋 中半家橋  JR 半家駅周辺 

  

 

 



  

 

 

半家駅/十川駅間半家バイパス鉄橋 2013.11.10. 

  



 

  

  

11 月 10 日というのに 四万十の紅葉はまだ、もうひとつ 

暴れ川四万十  一瞬にしての水位上昇に備え、 道路も鉄道そして集落もすべて 

四万十川からは狭い谷あいの高い位置にあり、沈下橋も昔からの生活の知恵なのだろう 



  

 

                               海洋堂博物館へゆく最寄駅 打井川駅より  2013.11.10. 

                              こんな山中に…と思うのですが、マニアぽい人が数人下車  

 

   

打井川駅を出ると川はまた大きく北へ蛇行 列車はまっすぐトンネルでこの蛇行を抜けてゆく  

トンネルを抜けると広い盆地に出てまた蛇行し、四万十川は盆地の中を北へ遡る 

四万十川と別れ、列車はそのまま幾重にも重なった山合いを東へぬけ、 

西の太平洋岸宿毛・足摺・中村からの土佐くろしお鉄道の線路と合わさると終着窪川はもうまじかである 

 

 

 



  

窪川駅での待ち時間 ふっと 「高知へ帰って 音信が途絶えている仲間が この周辺だった」と思いだして              

携帯をみると約 10 年前大阪時代の番号が残っている。 半信半疑でかけてみると懐かしい声が返ってきました。                

 またの再会を約して電話を切る  音信が取れなかった仲間とまたつながってうれしい  

 

◆◆◆◆    窪川→高知窪川→高知窪川→高知窪川→高知                特急特急特急特急    あしずりあしずりあしずりあしずり                JR JR JR JR 土讃線土讃線土讃線土讃線    

 

   

  

久しぶりの高知駅 こんなにきれいになっているのだと・・・・・・ 2013.11.10. 



◆◆◆◆    高知土佐電鉄高知土佐電鉄高知土佐電鉄高知土佐電鉄    はりまや橋はりまや橋はりまや橋はりまや橋    路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス路面電車ダイヤモンドクロス    土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線土佐電鉄高知市街線 

 

 

 

   

 

 

 



   

ダイヤモンドクロスを路面電車が渡っていく 【1】  2013.11.10. 

 

   

ダイヤモンドクロスを路面電車が渡っていく 【2】  2013.11.10. 

  

ダイヤモンドクロスを路面電車が渡っていく 【3】  2013.11.10. 
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IJKLMN78O#PQIJKLMN78O#PQIJKLMN78O#PQIJKLMN78O#PQ R
S
	
THR
S
	
THR
S
	
THR
S
	
TH UVWUVWUVWUVW XYZ[\Z]XYZ[\Z]XYZ[\Z]XYZ[\Z]
�^_��^_��^_��^_� 2013.11.10.`̀̀̀ 78O+78O+78O+78O+

R
S
	
THR
S
	
THR
S
	
THR
S
	
TH XYZ[\Z]XYZ[\Z]XYZ[\Z]XYZ[\Z]PQPQPQPQ �^_��^_��^_��^_� 2013.11.10.`̀̀̀ 78O+78O+78O+78O+

R
S
	
THR
S
	
THR
S
	
THR
S
	
TH PQPQPQPQ 2013.11.10.`̀̀̀ 78O+78O+78O+78O+ R
S
	
THPQR
S
	
THPQR
S
	
THPQR
S
	
THPQ abWcS
	
]abWcS
	
]abWcS
	
]abWcS
	
] 2013.11.10.`̀̀̀ 78O+78O+78O+78O+

de�fgIJKLhde�fgIJKLhde�fgIJKLhde�fgIJKLh 2013.11.10. 78O+78O+78O+78O+ R
S
	
THR
S
	
THR
S
	
THR
S
	
TH IJKLh#ijklIJKLh#ijklIJKLh#ijklIJKLh#ijkl 2013.11.10. 78O+78O+78O+78O+
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